
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年12月４日(日)、西中学校区の小学校・中学

校から推薦された作文・標語・ポスター52点の中から

選ばれた優秀作品８点の表彰式を行いました。 

表彰式では、作文の朗読と、標語・ポスターに込め

られた「思い」の発表があり、子どもたちが、自分の

言葉でしっかりと作品への気持ちを伝えていました。 

子どもたちの熱い思いに、参加者も人権について改

めて考え、学ぶことのできる貴重な会となりました。 
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「家庭の中での 

     私の仕事」 

倉敷市立老松小学校 

５年 溝口 真代さん 

 

「声をかける勇気」 
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倉敷市立倉敷西小学校 

2年 奥林 花さん 
倉敷市立万寿小学校 

5年 北村 奈々さん 

▲作品に込めら 

れた「思い」の 

発表 

倉敷市立西中学校 

3年 久保田 笑 さん 



老松保育園では、老松学区老人クラブ会長の亀山さんに教えていただき、さつま芋の栽培と

収穫を行っています。そして、今年もたくさんのさつま芋を収穫することができました。その

さつま芋を使って年長児クラスのさくら組が『キューブ大学芋』を作りました。さつま芋を洗

ったり、包丁で切ったりしてホットプレートで焼き、たれを絡めて 

食べました。自分たちで苗から育てて収穫したさつま芋を調理した 

ことで更においしさも増し、「おいしい！」「おかわ 

り！」「お家でもお母さんと作ってみたい」との声 

が聞かれました。これからも、地域の方のお力をお 

借りしながら、食に関する活動を通して食べること 

への興味関心をさらに深めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老松小学校では、毎年秋にＰＴＡ主催で『老松ふれあいフェスタ』が 

行われています。今年は、コロナ禍で３年ぶりの開催ということもあり、 

例年にも増して大勢の参加者でにぎわいました。運動場いっぱいに焼き 

そばやフランクフルト、輪投げ、雑貨販売、倉敷西公民館の人権コーナ 

ーなど、各学年のＰＴＡ委員さんや地域の方、スポーツ団体の皆さんが

工夫を凝らした模擬店が立ち並び、「○○がおいしかった」「いっぱい景 

品が取れたよ」と子どもたちも大喜びでした。また、体育館でのバザー 

品の販売も好調で、あっという間に完売となるコーナーも出るほどでし 

た。当日は、天候にも恵まれ、早朝より来場者が途絶えることなく、 

子どもから高齢者まで幅広い世代の皆さんの笑顔があふれ、大盛況 

のうちにイベントを終えることができました。お世話になったＰＴ 

Ａ役員の皆様をはじめ、地域の方々、倉敷工業高校の生徒さんなど 

のご協力に深く感謝しております。 

西中学校では、令和５年度入学生から新制服に変わります。機能性はもちろんのこと、男

女共通ブレザータイプの上着やスラックス・スカート、リボン・ネクタイの選択制などジェ

ンダー平等、多様性の視点も大切にしました。在校生は、「自分たちは着なくても、後輩が 

            誇らしく思えるようにしよう」と真剣に考え、木造校舎に調和 

            した落ち着きのある、素敵なデザインが完成しました。制服変 

            更に連動して、生徒会を中心に校則を見直し、靴やソックスな 

            どの新ルールも作りました。これから何十年も生徒が誇りに思 

い、地域に愛される制服になってほしいと願っています。 


